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2015年、日本は戦後70年を迎える。「戦後日本」は、今大きな試練の中にある。

震災・原発事故からの復興、低迷が続く経済、領土問題などで混迷する外交…。 
私たちは、戦後何をめざしてきたのだろうか―。 
 
政財界から一般市民まで、新たな証言を記録し、廃墟から立ち上がった日本人の

姿を描く大型プロジェクト「戦後史証言プロジェクト」が７月にスタートします。
Ｅテレの大型シリーズ「日本人は何をめざしてきたのか」を３年にわたって放送す
るほか、取材で得た貴重な証言を「戦後史証言アーカイブス」としてウェブでも公
開、未来への遺産としていきます。 

 

＜主な取り組み＞ 

★放送： 大型シリーズ 「日本人は何をめざしてきたのか」  
放送：Ｅテレ （土） 午後１１：００～  ※2013年度は7月・1月に放送 

廃墟から立ち上がった日本人の姿を、新たな証言をもとに３年がかりで描く大型シリーズ。毎年 

テーマを設け、90分×数回のシリーズを随時展開する。 

～各年度の放送テーマ～ 

2013年度「地方から見た戦後」 
７月と来年１月（予定）に各４回、合計８回にわたって、沖縄、水俣、東北など地方から戦後の歩み

を振り返る。（詳細次頁） 

2014年度「知の巨人たち・戦後史への証言」 
民主主義、エネルギー問題、平和など今日の課題に思想家・言論人はどのように取り組んできたのか。

思想家の言葉と証言でたどる戦後史。「日本人は何を考えてきたのか」の戦後編。 

2015年度「日本人の選択」   
戦後社会はどのように形つくられてきたのか、政治、外交、経済、教育、社会保障、日本の根幹を形

作った選択を証言ドキュメントで描く。 

 

★ウェブ： 貴重な証言をネット上に公開 「戦後史証言アーカイブス」 

インターネット上での「戦後史証言アーカイブス」を今年度後半以降に開設予定である。番組取材に

ご協力いただいた政治家、財界人、一般市民にいたる証言を、未放送の部分も含めて、ネット上で誰

もがいつでも視聴できるようにするもの。戦後日本を築いてきた方々の高齢化が進むなか、その貴重

な体験を未来に伝えるための取り組み。2009年からＮＨＫが公開している「戦争証言アーカイブス」

の方法を継承していく。 
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「日本人は何をめざしてきたのか」 ７月の放送予定 

Ｅテレ （土） 午後11:00～翌0:30（90分） ※第３回のみ６０分 
 
第１回「沖縄 ～“焦土の島”から“基地の島”へ～」…７月６日放送 

 地上戦でかつてない犠牲者を出した沖縄。戦後、捕

虜収容所から解放された人々の前に広がっていたのは、

アメリカ軍によって囲い込まれた広大な軍用地だった。

いま移設問題で揺れる普天間基地の場所も、戦前は田

畑と村だった所に、アメリカ軍が滑走路を建設してい

た。朝鮮戦争後、“銃剣とブルドーザー”と呼ばれる

土地強制収容が厳しさを増す。これに抗議の声を上げ

たのが、演習場建設のために農地を奪われた伊江島の

人々だった。阿波根昌鴻が中心になって沖縄本島に乗

り込み“乞食行進”を展開。これが引き金となり、大規模な反基地闘争“島ぐるみ闘争”の火が付

いた。しかし、相次ぐ抗議にも、土地が還ってくることはなかった。その後、海兵隊の基地となっ

た普天間、1972年の沖縄返還後も基地は固定化され、墜落事故、アメリカ兵による犯罪など、過重

な基地負担に苦しみ続けている。普天間基地と伊江島の人々の証言を軸に、基地の島・沖縄の戦後

史を描く。 

 
第２回「水俣 ～戦後復興から公害へ～」…７月１３日放送 
戦前、日本の植民地・朝鮮半島北部で化学コンビナートや水力

発電所など一大コンツェルンを築いた日本窒素肥料株式会社。 

敗戦後、命からがら引き揚げた千人を越える社員で水俣はあふ

れた。終戦のわずか２か月、彼らが中心となり水俣工場の再稼働

が始まる。チッソは戦後復興と食糧増産という国策と結びつき急

成長。そして戦後１１年目の１９５６年、水俣病は公式に確認さ

れたが、経済成長政策のもと対応は後手に回り被害は拡大。チッ

ソの城下町だった水俣の運命も大きく変わっていく。 

復興はなぜ公害へと至ったのか。地域の人々はどのような運命をたどったのか。社員、患者、市

民など様々な人々の証言を通して、水俣の軌跡をたどる。 

 
第３回「釧路湿原・鶴居村 ～入植地から国立公園へ～」…７月２０日放送 
村内に釧路湿原をかかえ、丹頂鶴の繁殖地として名高い鶴居村。主産業は酪農で、今、ＴＰＰ参

加問題に揺れる。引揚者の入植地としてスタートした村の戦後は、激動の歴史だった。湿地や原生

林の開拓に入植者の多くが挫折する中、鶴居村は政府助成による酪農地化を推進。大規模工事で湿

原は牧草地に。農家は酪農に未来を託し巨額投資を行っていった。しかし、自然保護を求める声が

高まると、今度は牧草地を買い上げて湿原に戻す構想が打ち出される。二転三転する国策、そして

環境問題。葛藤を続けた村の戦後を証言で描く。  

 
第４回「猪飼野 ～在日コリアンの軌跡～」…７月２７日放送  
日本で在日コリアンが最も集住する大阪市生野区。かつて「猪飼野」と呼ばれた地域には、戦前、

日本の植民地だった朝鮮半島南部、主にチェジュ島から渡ってきた人とその子孫が多く住む。戦後、

彼らは、南北分断、帰国運動など東アジアの激動に翻弄され、差別や偏見に苦しみながら日本で生

きてきた。民族教育を求める声は、阪神教育闘争などを乗り越えて、どのように進められてきたの

か。そして、地元の日本人は、こうした在日社会とどう向き合ってきたのか。 

在日二世から三世へと移り、日本に帰化する人も増えている今、在日コリアンの街、旧猪飼野地

域の戦後史を見つめ、日本人が多様な民族や文化とどう関わってきたのかを問いかける。 

 

★後期（２０１４年１月放送予定）の第5回から8回は、東北の戦後史を4回にわたって放送。 

福島浜通り地方、三陸、下北半島、山形県高畠の戦後を見つめる。 

 


